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第３期柏市障害者基本計画（中期計画（平成27年度～平成29年度））の進捗管理について

保健福祉部　障害福祉課
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１．目標
　福祉意識の普及・啓発に努めるとともに，ボランティア活動・福祉団体の活動など，地域福祉活動の促進を図り，障害や障害者への理解と交流を促進する。

２．施策体系

　◎啓発・広報活動の充実

　　　　　障害への理解を深めるための啓発の充実

　　　　　福祉教育の充実

　◎協働による福祉活動の充実

　　　　　ボランティア活動の推進，福祉人材の育成

　　　　　障害関係団体との連携強化

３．進捗管理対象事業の達成状況
	指標名
	年度
	Ｈ25
	Ｈ26
	Ｈ27
	Ｈ28
	Ｈ29

	障害への理解を深めるイベントの開催件数(件）

（障害福祉課）
	目標
	
	
	23
	24
	25

	
	実績
	20
	15
	11
	
	

	障害者地域交流推進事業の実施地区数（地区）

（社会福祉協議会）
	目標
	
	
	5
	10
	15

	
	実績
	4
	2
	4
	
	

	夏季ボランティア体験者数（人）（社会福祉協議会）
	目標
	
	
	450
	500
	550

	
	実績
	333
	584
	579
	
	

	ボランティア登録数（人）

（社会福祉協議会）
	目標
	
	
	3,550
	3,700
	3,850

	
	実績
	3,405
	3,626
	3,722
	
	


※平成27年度は，10月末現在の数値

４．事業の取組状況
○障害理解啓発

　回数やイベントのバリエーションを増やし，多分野・多方面から参加を促した。また，イベントに共通のテーマを設け，連続性のあるものにすることにより，各イベントとも一定の参加者が集まり，今後もこのような機会に参加したいとの声が多数あった。

○障害者地域交流推進事業

　画一的ではなく，実施地区のニーズにあわせて出前講座を実施している。

　具体的には，障害者団体を講師に招き，障害者の生活や地域の人たちとの関わりなどをグループワークなどを通して学んでいる。

○ボランティア活動の推進

　職員が学校を訪問し，生徒に直接説明するなど，積極的にボランティア活動への参加を促した。また，ボランティア団体向けに会員確保のための講座を実施したり，個人に対してボランティア入門講座（年３回）を実施するなどしボランティア活動の担い手を育成している。

○その他

　平成２８年度より障害者差別解消法が施行されるにあたり，今後職員の対応要領を作成するとともに職員研修などを行う予定である。

５．柱全体の中間評価

　

６．今後の取組と課題
・参加者の少ないイベントについては，参加者を増やすために，イベントの内容

　や周知方法を検討していく。

・今まで障害者との交流事業などを行っていない地域に対して積極的に働き

　かけを行い，地域との連携を深めていく。

・ボランティア従事者の数を増やすとともに，質（コーディネート能力）の向上や

　活動の場の拡充なども必要である。



１．目標
　障害者が悩みや不安を抱えたときに，身近な場所で気軽に相談でき，必要な情報を確実に得ることができるような体制の充実を図る。障害者に配慮した情報を提供するために，情報バリアフリーを進める。また，国や県の動向を踏まえながら，権利擁護体制の充実を図る。

２．施策体系

　◎情報提供・意思疎通支援の充実

　　　　　情報提供の充実

　　　　　意思疎通支援の充実

　◎相談支援・ケアマネジメント体制の充実

　　　　　相談支援体制の充実　

　　　　　ケアマネジメント体制の充実

　◎権利擁護体制の充実

　　　　　虐待防止体制の充実　

　　　　　権利擁護体制の充実・強化

３．進捗管理対象事業の達成状況

	指標名
	年度
	Ｈ25
	Ｈ26
	Ｈ27
	Ｈ28
	Ｈ29

	意思疎通支援事業利用者数（人）

（障害福祉課）
	目標
	
	
	105
	107
	110

	
	実績
	103
	109
	113
	
	

	委託相談支援事業所の委託箇所数（箇所）

（障害者相談支援室）
	目標
	
	
	5
	6
	7

	
	実績
	4
	4
	5
	
	

	指定相談支援事業所の増加数（箇所）

（障害福祉課）
	目標
	
	
	26
	28
	30

	
	実績
	20
	29
	29
	
	

	相談支援専門員の登録数（人）

（障害福祉課）
	目標
	
	
	60
	70
	75

	
	実績
	54
	54
	60
	
	

	虐待防止に関する勉強会の開催回数（回）

（障害者相談支援室）
	目標
	
	
	3
	3
	3

	
	実績
	1
	5
	1
	
	


※平成27年度は，10月末現在の数値

４．事業の取組状況
○意思疎通支援

　利用者（登録者）数は年々増えている。利用することにより病院や学校行事等に参加しやすくなったとの声多数。その他の情報保障についても，ＳＮＳやホームページ等を活用しながら情報発信していく。

○相談体制

　今年度，委託相談支援事業所を１か所増やし4か所から5か所となった。これらの委託事業所を中心に，市内の他の相談支援事業所の人材育成支援にも取り組んでいる。相談支援専門員についても，順調に増えている。

○権利擁護

　平成２６年度は事業所職員（初任者）や管理者，養護者等を対象に虐待防止の研修を行った。今年度は，事業所の初任者職員に対し研修を実施した。各研修では通報の必要性を訴え，虐待の早期発見・早期対応に繋げている。

５．柱全体の中間評価

　

６．今後の取組と課題

・手帳を所持していない聴覚障害者や，健聴者からの派遣申請も認めるなど

　の制度の見直しをしていく予定である。

・相談支援体制においては，事業所の数だけでなく，研修などにより質の向上

　も目指していく。また，相談支援専門員の新規登録者獲得のため，有資格

　者への声かけや，資格取得を促すなどの働きかけをしていく。

・権利擁護においても，今後障害者差別解消法の施行にあわせて，研修等

　による啓発をしていく。


１．目標

　障害者が住み慣れた地域で在宅生活を続けられるように福祉サービスの充実を推進するとともに，ニーズに対して的確な対応ができるようきめ細やかなサービス提供体制の確立を図る。また，通所施設などの日中活動の場の充実やグループホーム等の居住の場の確保などに努める。
２．施策体系

　◎「居住の場」の拡充

　　　　　多様な住まいの確保と居住の支援

　　　　　障害者の地域生活を支える拠点機能の整備

　◎日常生活の支援

　　　　　在宅サービスの充実

　　　　　障害者の外出支援の推進

　　　　　緊急時対応サービスやレスパイトの強化

３．進捗管理対象事業の達成状況
	指標名
	年度
	Ｈ25
	Ｈ26
	Ｈ27
	Ｈ28
	Ｈ29

	グループホームの定員数（人）（障害福祉課）
	目標
	
	
	204
	221
	238

	
	実績
	170
	199
	204
	
	

	住宅改造費の助成件数（件）

（障害者相談支援室）
	目標
	
	
	6
	6
	6

	
	実績
	2
	1
	1
	
	


※平成27年度は，10月末現在の数値
≪その他数値≫

　・グループホーム利用者数・・・197人
　・通所系事業所数・・・65箇所（参考：平成26年度末57箇所）

４．事業の取組状況
○住まいの確保と居住支援

　施設よりも住み慣れた地域で暮らしたいという方が増える中，グループホームの利用希望者が増えている。そのような希望に応えるべく，グループホームの定員数も増加しており，利用者も定員数とほぼ同等の人数となっている。通所施設については，平成24年度から本市で事業所の指定権限をもったことにより，本市のニーズに合わせた事業所の開設支援等を行うことができ，順調に事業所数が増加している。

　現在，居住支援と地域支援の一体的な機能を持った地域生活支援拠点の整備を進めている。

○在宅サービスの充実

　自宅で暮らしたいという方のためには，住宅改造費の助成などの在宅サービスを支援している。住宅改造費については，６５歳以上の方の希望が多いため，障害福祉のサービスとしての件数は少なくなっている。

　また，より対象範囲の広い日常生活用具のほうが適している場合には，そちらの制度を使用するよう促している。

５．柱全体の中間評価
　

６．今後の取組と課題
・本市のニーズに合った事業所の指定を積極的に進め障害者の日中活動の

　場を充実させていき，特に高齢障害者や重度障害者向けグループホームの　

　設置を補助金などにより積極的に支援していく予定。

・家族介護者の負担軽減のため，短期入所や緊急時の一時預かりの拡充　

　などが必要。


１．目標

　柏市障害福祉就労支援センター（ハートフルワーク柏）を中心として，ハローワークや就労支援機関と連携して就労支援を進めるとともに，安定した雇用の継続のため，就職後の支援体制を充実させていく。
２．施策体系

　◎就労支援体制の充実

　　　　　就労支援の充実

　　　　　就職後の支援の充実

　　　　　多様な就労形態への支援

　◎生涯学習活動の充実

　　　　　文化活動・生涯学習活動への参加促進

　　　　　スポーツ・レクリエーション活動への参加促進

３．進捗管理対象事業の達成状況
　

	指標名
	年度
	Ｈ25
	Ｈ26
	Ｈ27
	Ｈ28
	Ｈ29

	企業（柏市内）における障害者雇用率（％）

（障害福祉就労支援センター）
	目標
	
	
	1.75
	1.85
	2.0

	
	実績
	1.67
	1.69
	2.02
	
	

	障害福祉就労支援センターと就労支援機関との連携による就職者数（人）

（障害福祉就労支援センター）
	目標
	
	
	15
	17
	20

	
	実績
	13
	10
	12
	
	

	庁内における物品の調達実施部署数（課）

（障害福祉就労支援センター）
	目標
	
	
	25
	27
	30

	
	実績
	23
	29
	28
	
	


※平成27年度は，10月末現在の数値
４．事業の取組状況

○就労支援

　福祉部局と労働部局が連携し，障害者雇用の普及・啓発を図った結果，平成２７年６月現在，全国の雇用率平均を上回るとともに，法定雇用率を達成することが出来た。また，障害福祉就労支援センターと就労支援機関との連携による就職者数も増加してきている。

○多様な就労形態への支援

　障害者優先調達推進法の周知等により，福祉事業所から物品を調達する課が増加するとともに，調達額が前年度実績より増加した。また，工賃向上を図るため，福祉事業所の製品紹介・販売会の実施や新製品開発研修会を実施するなどにより，工賃の向上が図られた。
５．柱全体の中間評価
　

６．今後の取組と課題

・官民の連携を一層強化し障害者雇用を推進していくとともに，安心して働け

　るよう支援体制を整備していく。

・工賃の向上に向け，品質向上研修や販売機会の拡充するとともに，優先

　調達推進方針に基づき，行政からの発注を拡大していく。



１．目標

　障害の早期発見や早期療育のため，母子保健事業及び児童福祉事業を推進する。障害の特性，育ちのニーズに応じた成長の支援を進める。乳幼児期から成人期まで切れ目のない支援を行うため，保健・福祉・医療・教育の支援体制の充実を図る。
２．施策体系

　◎保健・療育等の充実

　　　　　障害の早期発見・早期支援

　　　　　保育園・幼稚園等支援の充実

　◎学齢期への支援

　　　　　インクルーシブ教育システムの構築

　　放課後等支援の充実

３．進捗管理対象事業の達成状況
　

	指標名
	年度
	Ｈ25
	Ｈ26
	Ｈ27
	Ｈ28
	Ｈ29

	こども発達センター利用者数（人）

（こども発達センター）
	目標
	
	
	1,250
	1,300
	1,300

	
	実績
	1,165
	1,263
	1,158
	
	

	児童発達支援を行っている市内事業所の定員総数（人）

（こども発達センター・障害福祉課）
	目標
	
	
	100
	120
	140

	
	実績
	80
	100
	125
	
	

	巡回相談の件（件）

（教育研究所）
	目標
	
	
	300
	303
	306

	
	実績
	297
	237
	87
	
	


※平成27年度は，10月末現在の数値
≪その他数値≫

　・児童発達支援利用者数・・・143人

４．事業の取組状況
○障害の早期発見・早期支援

　こども発達センターの利用者数も増えており，関係機関と連携を取り，障害の早期発見・早期支援の体制を整えている。また，民間事業所とも連携し，保育園や幼稚園の施設支援にも取り組んでいる。

　市内の民間事業所においても，児童発達支援の定員数も増加しており，障害児の受け入れ態勢が整備されてきている。

○インクルーシブ教育システムの構築

　柏市の巡回相談だけでなく，スクールカウンセラーによる巡回や県の特別支援教育アドバイザーの派遣等により，特別支援教育に関する指導や助言を行っている。それにあわせて学校内における支援体制も構築されてきているため，市の巡回相談の件数が減ってきている。

５．柱全体の中間評価

　

６．今後の取組と課題

　これからも民間の事業所数は増えていくと予測され，利用者数に見合った定員数の確保が期待できる。

　支援の量的な充足を目指すことと併行して，支援の質の向上を目指すことが今後の課題と思われる。

１．目標

　中途障害や障害の重度化，二次障害等に対する予防対策を充実する。また，障害者（児）の健やかな心身を保てるよう，医療機関と連携を図りながら保健・医療体制を充実させる。精神障害者の地域生活を促進・支援するために，精神保健を充実させる。
２．施策体系

　◎健康管理等の支援

　◎医療・ケア体制の充実

　◎精神保健の充実

　　専門的体制と相談支援の強化

　　精神疾患や精神保健に関する普及啓発

３．進捗管理対象事業の達成状況
	　指標名
	年度
	Ｈ25
	Ｈ26
	Ｈ27
	Ｈ28
	Ｈ29

	精神保健に関する講座等参加者数（人）

（保健予防課）
	目標
	
	
	350
	380
	400

	
	実績
	315
	372
	403
	
	


※平成27年度は，10月末現在の数値
≪その他数値≫

　・ロコモフィットかしわ延参加者数・・・2,651人（11会場で実施）

　※ロコモフィットかしわとは

⇒筋肉や骨，関節といった運動をつかさどる器官（運動器）のいずれかも

しくは複数に障害が起こり，歩行や日常生活に支障をきたしている状態

（ロコモティブシンドローム）を予防するための事業。

　　柏市では，ロコモフィットかしわとしてロコモティブシンドロームの予防に

　必要な運動方法を（具体的には、柏市オリジナルゴムチューブ「貯筋ゴ

　ム」を用いた柏オリジナルロコトレをはじめとする運動等）身近な地域で

　楽しく実践し、健康づくりと介護予防に取り組んでいる。
４．事業の取組状況
○精神保健の充実

　精神保健に関する講座の参加者数は年々増加している。今年度からは「酒害」に関して市民啓発を強化するため，酒害教室（年12回）のうち3回を一般公開型教室として実施している。

○医療・ケア体制の充実

　行政機関，医師，及び事業所等の関係機関によって組織された「柏市障害児等医療的ケア支援連絡会」を設置し，実態把握を行い，①関係機関のネットワーク化，②既存施設の運用改善・新制度の創設，③医療的ケア従事者増加への取組の３点について取り組んでいる。具体的には，情報提供のためのリーフレット作成や日中一時支援の対象拡大及び研修の実施などにより，医療的ケアが必要な障害児等の支援体制の推進を図っている。

○健康管理の支援

　高齢化による障害の重度化・重複化のため「ロコモフィットかしわ」を行っている。現在２２会場（年間）で行っており，前年度よりも参加者数は増えており，今後も参加者は増える見込みである。

５．柱全体の中間評価

　

６．今後の取組と課題

・関係者の連携を強化するため，精神保健福祉担当者会議を今年度より

　増やす予定である。

・医療的ケア体制の充実については，平成２８年度より民間委託により医療

　的ケアの必要な在宅障害児の支援に対応できるヘルパーの養成講座を実

　施する予定である。
・重度化の予防として，「ロコモフィットかしわ」を，来年度は会場を増やし２５会

　場で実施するとともに，教室終了後に自主的に活動するグループの支援も　

　していく。

１．目標
　防災・防犯や災害時等における支援体制の整備・確立を図り，地域で安全に・安心して暮らしていけるまちづくりを推進する。
２．施策体系

　◎安全対策（防災，防犯等）の推進

　◎福祉のまちづくり

　　　　　バリアフリー化等の推進

　　　　　公共交通の利便性の確保

３．進捗管理対象事業の達成状況
	　指標名
	年度
	Ｈ25
	Ｈ26
	Ｈ27
	Ｈ28
	Ｈ29

	避難行動要支援者名簿登録者数（人）

（障害福祉課）
	目標
	
	
	1,280
	1,300
	1,320

	
	実績
	1,253
	1,196
	1,182
	
	


※平成27年度は，10月末現在の数値
≪その他数値≫

　・かしわ乗合ジャンボタクシー利用者数・・・31,994人（12月末）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参考：平成26年度　41,543人）

　・予約型相乗りタクシー「カシワニクル」利用者数・・・3,297人（12月末）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参考：平成26年度　3,601人）
４．事業の取組状況
○防災の推進

　現段階では，Ｋ－Ｎｅｔの登録者は減少傾向であるが，その原因として転出者や死亡者が多いことがあげられる。平成２８年１月に，対象者を広げる旨の周知をしたため，登録者の増加が見込まれる。

　また，福祉避難所の整備も進めており，現在は１１箇所の障害者施設と協定を結んでいるが，今後も新規開設に向けて関係事業所と調整中である。

○福祉のまちづくり

　バリアフリーの推進として，平成２６年度，東武柏駅にホームドアを設置した。また，日常の移動手段の確保として運行している，かしわ乗合ジャンボタクシー及び予約型相乗りタクシー「カシワニクル」の利用者数が増加している。

　また，道路については，現在，都市計画道路３線の整備を進めている。これらの整備にあわせて歩道の整備も進めていく。

５．柱全体の中間評価

　

６．今後の取組と課題

　防災対策として福祉避難所の増設や災害時の障害者に対する支援体制の整備が必要である。

障害者専門分科会資料





【柱１】福祉意識の醸成と支えあいの環境づくりの推進





地域と連携しながら，ボランティア育成やイベントなど積極的に行い，障害への理解を深めている





12月5日障害理解イベント風景





【柱２】情報提供・相談，権利擁護体制の確立





地域の身近な相談場所は着実に増えており，相談支援体制の整備が進んでいる。また，情報保障の整備や権利擁護体制の整備も進めている。





【柱３】暮らしを支えるサービスの充実





グループホームや重度障害者等の施設も確保されてきており，順調に整備が進んでいる。





【柱４】誰もが働きやすく，活動しやすい環境づくりの推進





官民の連携強化や障害者雇用の普及啓発により，障害者雇用率が法定雇用率を達成するなど，一定の成果を出すことが出来た。


　また，福祉的就労の場においても，工賃が増加傾向にあり，少しずつだが成果が出てきた。








12月5日アミュゼ柏における販売会の様子





【柱５】子どもの成長への支援








児童発達支援を行う事業所も増えてきており，事業所との連携も取れてきている。また，学校においても支援体制が構築されつつある。





【柱６】健康・医療体制の充実





障害への予防事業も進んできている。また，医療的ケアが必要な障害児等に対する支援体制も確立しつつある。





【柱７】安全・安心な生活環境の整備








防災対策について関係各課が連携して整備を進めている。


ハード面におけるバリアフリー化の整備についても，公共施設や道路等を中心として進めている。













